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来るだけ自然の状態で固定した。固定完了後、レ線撮影を行なった。次にスライサーでO. 5~ 1. Ocmの
厚さの板状に切り、それぞれを軟線撮影した。これらのレ線像の中から異常陰影の存在すると思われ



















ならないと胸部単純レ線像に現われない O 生存中の10例の全身性紅斑性狼宿の直接 3倍拡大撮影を行
なった。胸部単純レ線像で粒状影と判定し難いか、或は認められない 5 例に、粒状影が明瞭となった。
さらに、 2 1Jtl に半立;[犬景3の増加があった。
〔総括〕
1 .ホルマリン固定後O. 5~ 1. Ocmの厚さに切った肺の板状切片の軟線像は、その病理組織像の合成
像に非常によく近似する。この軟線像は肺野の微細な異常陰影の病理組織検査との直接対比による解
析にはすぐれた方法である。
















3 倍拡大撮影によって、 150~250μ 大の微小病巣を粒状影として現われるものであることから、病巣
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の大きさと陰影としての出現可能性の関係を論じた。その例として全身性紅斑狼痛を 10例以上も用い
て実証している。
以上の研究方法と結果とは今後の胸部レ線診断、殊に大気汚染公害の問題がクローズ・アップされ
ている今日それから発生すると考えられる間質性肺炎と肺線維症のレ線的解釈について基礎を呈供す
る有意義なものであると認める。
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